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論文内容の要旨

電子棺関の強い系及び弱い系の共鳴光電子放出を理論的に研究した。電子相関の強い系の典型として

セリウム酸化物 (CeO，とCe，O，)とガンマ ・セリウムを，弱い系の典型として黒リンを考えた。セリウ

ム酸化物ではセリウムの4f電子と酸素の 2P電子の閣の混合と， 4 f電子悶のクーロン相互作用及び

内殻正孔の4f準位に対するポテンシャルを考慮した。また，黒リンに対しては，内殻正孔の伝導電子

に対するポテシャ Jレと現実的な現状密度(伝導帯と価電子帯)を考慮した。

まず，セリウム酸化物の3d内殻光電子放出『価電子光電子放出及び逆光電子放出のスペクトノレを充

満帯アンダーソンモデJレを用いて理論的に解析した。CeO，1こはj 以前にいくつか解析があるが，より

実験結果にあうようにパラメ ータを選び直した。Ce
Z
0
3
に対しては，解析はまだ行われていないので，

これが最初の解析である。その結果，CeOzは混合原子価状態にあるが，Ce203はほぼ3価 (f電子を一

個もつ)であることがわかった。

次に，セリウム酸化物の共鳴光電子放出スベクト Jレを計算した。その結果，上にあげたさまざまなス

ペク トルの解析と同じパラメ ータを使って，共鳴光電子放出スペク トノレを実験とあわせることができた。

このことにより，ここでのパラメ ータ値の評価はもっともらしいことが確かめられた。 同様な解析をガ

ン7 ・セ リウムに対しでも行ない， Ce
1
03型のモデルを用いることで解U析することに成功した。

3番目に，黒リンの共鳴光電子放出のスベク トノレを理論的に解析した。以前の解析を， 内殻正孔のポ

テンY ヤノレと現実的な状態密度を用いることで改良した。その結果，共鳴光電子放出の中間状態におい

て，内殻励起子が77/型の共鳴と内殻励起のしきい億でのオージェ電子強度の増大に，重要なはたら

きをしていることがわかった。
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論文の審査結果の要旨

最近光を試料に照射して放出される電子のエネルギー，運動量等を測定する光電子分光およびその逆

プロセスを測定する逆光電子分光の実験が盛んに行われている O この実験結果から固体内の電子状態に

ついての情報を引き出すには綿密な理論解析が必要であり，また到達した電子状態についての描像は，

光の波長領域によって異なる各種電子過程を統一的かっ定量的に説明で、きるものでなければならなL、。

仲野君は電子相関の強い典型物質の一つであるCeZ03および電子相関を実際上無視しでもよい黒燐につ

いて，まず各種データを説明するために考慮しなければならない電子間相互作用の大きさ，外殻電子状

態での電子配置等を結論するための理論解析を行った。ついで最近データが得られるようになった共鳴

光電子放出(内殻電子の励起に伴い二つの外殻電子の一つが内殻空孔と結合し他が放出されるフ。ロセス)

に着目しこれらの物質についてその解析のための理論を作り，実験結果と比較した。また共鳴光電子

放出以外の実験からすでに電子状態の解析が行われていたCe02，rCeについても適用した。これまで

の理論解析で結論された各種パラメータを用いた計算結果と実験との一致はよく，これまでの理論を裏

づけるものであり，共鳴光電子放出の機構についても新しい知見を得ている。

仲野君の研究はCeZ03とCeOzでの f電子状態の相違や黒燐での光電子放出での励起子の役割を明ら

かにしたこと，これらおよび関連する物質での共鳴光電子放出の機構を解明したこと等の幾つかの点で

高く評価することができるO 本論文は今後のこの分野の実験，理論両面での発展のための基礎を形成す

るもので，理学博士の学位論文として十分の価値を有するものと認める。
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